
 <主催> 
 千葉大学真菌医学研究センター 
   共同利用・共同研究拠点「真菌感染症研究拠点」 
 千葉大学大学院医学研究院小児病態学 

 <世話人> 
 下条  直樹（千葉大学大学院医学研究院） 
 笹川  千尋（千葉大学真菌医学研究センター） 
 米山  光俊（千葉大学真菌医学研究センター） 
 石和田稔彦（千葉大学真菌医学研究センター） 

 <事前登録・問い合わせ先> 
 千葉大学真菌医学研究センター 真菌センター支援係 

 TEL : 043-226-2495 (Ex.5904) FAX : 043-226-2486 
 E-mail : vab5903@office.chiba-u.jp 
     （メールにて事前登録をお願いします。）  
 H P : http://www.pf.chiba-u.ac.jp/ 

 

午前の部 （9：30～12：30） 
 

開会の辞 

 下条 直樹 （千葉大学大学院医学研究院小児病態学） 
 

開会の挨拶 

 徳久 剛史 (千葉大学学長) 
 

特別講演 「腸内細菌が教える「医と食」の融合研究」 
 金井 隆典 (慶應義塾大学医学部消化器内科) 
 

「Human respiratory syncytial virus (HRSV) F遺伝子の分子進化」 
 長澤 耕男 (国立感染症研究所感染症疫学センター) 
 

「アンチセンス療法：新しい抗微生物薬とその応用」  
 大塚 岳人 (新潟大学医学部小児科学)  
 

「アトピー性皮膚炎および健常者における黄色ブドウ球菌ゲノム進化と生着のメカニズム」 
 松岡 悠美 (千葉大学大学院医学研究院皮膚科学)   

          昼食：意見交換会 

午後の部 International Forum （13：30～17：00）  
 

“Exploring the One Health paradigm with antimicrobial resistance: Insights from genome-based epidemiology” 

 Trinad Chakraborty (Institute of Medical Microbiology, Biomedical Research Centre Seltersberg,   

                   Justus-Liebig-University, Giessen, Germany) 
 

“Strategies of herpesviruses to hijack host cell machinery” 

 Yasushi Kawaguchi (The Institute of Medical Science, The University of Tokyo) 
 

“Unique evolution of mitochondria and metabolism in the human enteric parasite” 

 Tomoyoshi Nozaki  (National Institute of Infectious Diseases) 
 

“Microbiota-mediated defense against intestinal infection” 

 Eric  G.  Pamer     (Memorial Sloan Kettering Cancer Center, New York, USA) 
 

Closing Remarks 

 Chihiro Sasakawa (Director, Medical Mycology Research Center, Chiba University) 

参加費無料 

日時：2016年11月12日（土） 9：30～17：00 
 

場所：千葉大学附属病院３階 ガーネットホール 

Date ： Nov.12 （Sat）, 2016 9：30～17：00 

Place： Garnet Hall, Chiba University Hospital 

アクセス：JR千葉駅東口・7番バス乗り場 
京成バス「千葉大学病院」または、 
「千葉大学病院経由南矢作」行き乗車 
「千葉大学病院」 下車、正面。 


